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　今回四国および群馬県産の大阪，東京市場品「八ツ目蘭（ヤツメラン）」を入手したところ，ノキシノブと思われ
る植物を基源とするもの以外にその形態の類似したLePisorus　onoei（FR．　et　SAv．）CHINGヒメノキシノブ，　PNrro・
sia　linearifolia（HoOK．）CHINGビロウドシダなどと思われるものが多量混入する商品も認められた．そこでこれら
の植物以外にもし．thunbergianUSと類似する植物の混入が予想されたので，市場品「八ツ目蘭（ヤツメラン）」の基
源を知る目的で日本産Lepisorus属植物のL．　thunbergt’anus，　L．謀35癖8π3∫5（REG．）CHING　var．　distans（MAK：INO）
TAGAwAミヤマノキシノブ，　L．　onoei，　L．　thunbergt’anus　CHING　var．　angustus　KuRATAナガオノキシノブ，　L．
uchiptamae（MAKINo）H．　IToコウラボシ，　L．肋‘妨08π∫f∫KuRATAハチジョウウラボシ，　L．　tosaensis（MAKINo）
H、IToツクシノキシノブ，　L．　annaifrons（MAK：mo）CHINGホテイシダおよび1『yrro鋤linearifoliaの葉身部，
葉柄部，根茎および根の内部構造を検討した．
　なおLePisorus属植物の組織学的な研究に関しては布藤12）は日本産Lepisorecs属9種のParaphyses（側糸）によ
る分類およびL．thunbergtanusの根茎の鱗片の形状を報告し，三井13）は染色体数，胞子および葉の表面視による分
類を報告している．しかし，内部組織学的な比較研究はいまだなされておらず，これらの植物が生薬として市場に出
る際，鱗片や胞子が欠除もしくは脱落しているものもあり，生薬の耳茸確認，鑑別には葉および葉柄の内部構造の比
較が最適と思われる．
　また，1『yrrosia属植物の内部組織学的な研究は木島ら14）により報告されているが，　P．　linearifoliaに関しての記
載はないので，このものについてもあわせて検討した．
　以上の結果，四国産「八ツ目蘭」はLepisoras　thunbergianus以外にL．　u∬uriensis　var．　distansを確認し，群
馬県産「八ツ目蘭」はし．thunbergianUS以外にL．　onoeiおよびPPtrrosia　linearifoliaの全野も確認しえた．
実　験　の　部
1　材　料
　1）生薬材料
　i）四国産「八ツ目撃」（主として関西方面に出荷される）
　香川県，川田忠四郎商店出荷品（1969年）．徳島県，小川貞市商店出荷品（1971年），大阪市，栃本天海堂からの
入手品（1971年），堀江生薬K．Kからの入手品（1971年）．
　ii）群馬県産「八ツ目蘭」（主として関東方面に出荷される）
　群馬県，奥貫商店出荷品（1970年）．東京都，紀伊国屋漢方薬局からの入手品（1970年）。
　2．比較植物
　A）　LePisorus　thunbergianus　CHING
　大阪府岩外山，箕面，金剛山，和泉葛城山，恩智，五月山，月曜，和歌山県古座，由良，湯峰，三重県青山高原，
尾鷲，奈良県王寺，徳島県高越山，剣山，香川県小豆島，高知県室戸岬，富山県大岩山，楡原での採集品．
　B）　L．　ussuriensis　（REG）　CHING　var．　distans　（MAKINo）　TAGAWA
　大阪府金剛山，奈良県大峰山，徳島県剣山，高知県梶ケ森，兵庫県畑ケ平での採集品．
　C）　L．　onoei　（FR．　et　SAv．）　CHING
　静岡県御殿場，大阪府妙見山，和泉葛城山，兵庫県雪彦山での採集品．
　D）　L．　thunbergr’anus　CHING　var．　angustas　KURATA
　埼玉県秩父大滝村，長野県遠山国有林，十文字峠，奈良県大台ケ原での採集品．
　E）　L．　uchiyamae　（MAKINo）　H．　ITo
　三重県熊野井戸，和歌山県潮岬での採集品．
　F）L．h4‘んヴ。θπ∫ゴ∫KURATA
　東京都八丈島での採集品。
　G）　L．　tosaensis　（MAKINo）　H．　ITo
　奈良県十津川村，野牛山，徳島県門の滝，三重県尾鷲での採集品．
12）布藤昌一，しだとこけ4，6（1969）
13）三井邦男，植研誌，46，83（1971）．
14）木島正夫，岩佐準三，布藤昌一，半群美智子，生薬，13，25（1959）
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　H）　L．　annaifrons　（MAKINo）　CHING
　奈良県前鬼，伯母岳，和歌山県高野山，北野，清水，長野県遠山国有林，北海道夕張市大蛇の沢での採集品．
　1　）　Pyrrosia　linearifolia　（HooK．）　CHING
　大阪府箕面，犬鳴，牛滝での採集品．
ll形　状
　1．市場品（Photo　1）
　商品は通常全草の乾燥品で，通常葉はちぢれて内巻しており，緑かっ色～淡かっ色で，古いものでは茶かっ色を呈
し，市場品によっては葉の裏面に黄かっ色の胞子をつけているものもある．全般に芳香性のクマリン臭を有し，味は
わずかに渋い．なお市場品には葉約100枚（約50g）が一束にされたものと，バラのものとがある．束の商品は酵苔
類や泥などの異物がほとんどなく，根茎を欠くものが多い．市場品は単一基源のものではなく，2’》数種の植物が混
じられており，われわれが蒐集した商品には4種類の異なる植物が認められた．複数の植物を基源とする商品は外部
形態的に容易に識別できるものもあるが，L．　thunbergianusとL．　ussuriensis　var．　distansを基源とするものでは
根茎を欠いておれば識別不可能である．
　2．比較植物
　A．L．疏ππうθrg伽π5「八ツ目蘭A」（Fig．1－A）
　葉は線形’》線状披針形で等長10・・w　20　cm，幅1～1．5cmで革質．先端部は漸慰する．根茎から1mm位までの葉
柄基部には黒かっ色の鱗片が付着する．根茎は黒かっ色の鱗片でおおわれ，径2～3mmで横走し，葉はやや密につ
く．根は細く，黒かっ色で根毛を密生する．本種はすべての市場品中に認められる．
　B．L．　ussuriensis　var．　distans「八ツ目蘭B」（Fig．1－F）
　葉はL．thunbergianusにきわめて似るが，やや薄く，かたい紙質．根茎は細く径1～1．5mmで，鱗片は早落性
で成長した根茎では鱗片を認めない．本種は四国産「八ツ目蘭」中に葉のみがまれに認められ，外部形態ではし．
thunbergianUSとの識別は不可能である．
　C．L．　oπo擁「八ツ寒蘭C」（Flg．1－C）
　葉は線形で長さ3～6cm，幅3～6mm．通常円頭で軟質．葉柄は長さ3－v　7・mm．根茎は径1’》1．5・mm．本種は群馬
県産「八ツ巌壁」中に多く認められる．
　D．　L．　thunbergt’anus　var．　angustus　（Fig．　1－B）
　L．彦肋π加rg伽π5とし。　ussuriensis　var．’　distansの中間形を呈し，葉の先端部はやや尾状となる．
　E．　L．　uchiyamae　（Fig．　1－E）
　L。thunbergianUSときわめて似ており，外形では区別されず鱗片の形状で分類される．
　F．　L．　hachiJ’oensis　（Fig．1－D）
賎、
r認轡ハ∴　与
　　　　　　　　　　Photo．1：　“Yatsumeran”　on　Market　from　Japan
A：　from　Shikoku　（originates　in　Lepisorus　thunbergt’anus　and　L．　assuriensis　var．　distans）
B：　from　Gumma　pref．　（1；　L．　thunbergianus，　2；　L．　onoei，　3；　Pptrrosia　linean’folia）
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　L．onoeiに似るが全体に大型で，葉は長さ5～18　cm，幅5～15　mm．根茎は径1．5～2mm．
　G．　L，　tosaensis　（Fig．　1－1）
　L．’加ηうθ顧α鰍3と類似するが，葉は軟質で幅1．5～2．5cm，披針形～線状披針形で先端部は通常尾状となる．
　H．　L．　annuifrons　（Fig．1－G）
　L．u∬uriensis　var．　distansと類似するが，葉は通常披針形で幅広く1．5～3cm．
　1．2『yrrosia　linea　rifolia「八ツ目指D」（Fig．1－H）
　葉は長さ3’》8cm，幅3～5mmで，ヒメノキシノブに似るが，全体にかっ色の星状毛を密生し，軟質．葉柄はほ
とんど発達しない．根茎は径1～1・5mmで長く横走し，鱗片を密生する．本種は群馬県産「八ツ目蘭」の一部に認
められる．
皿　内部構造
　1．Lepisorus属植物の一般的内部構造
　i）葉身部15）
　主脈部の上，下面は突出し，突出部には表皮に内接して厚膜繊維群が認められる．維管束は外師包囲維管束で，主
脈部の中心柱は1層のタンニン性厚膜細胞16）で包まれ，この厚膜細胞は内壁が著しく肥厚し，肥厚部に黒かっ色のタ
ンニン様物質を沈着している．内皮細胞は油滴を含有し，薄膜性で，放射方向の膜壁はほとんど肥厚しないが弱く木
化およびコルク化し，カスパリー線は明りょうである．内しょうは一般に1層で，内しょう細胞は通常内皮細胞より
放射方向に長い細胞となるが，互いに隣接する内皮および内しょう細胞の接線方向の長さは同一で，これらの細胞は
1個の細胞が接線方向に2縦割したものと考えられ，Equistum属植物の根などに認められるものと類似する18）．木
部の形状は種間において差があるが，一般にT－Y字形もしくはその変形で，葉の上部ではU字もしくはV字形とな
る．仮道管はラセン紋，二二および三紋仮道管からなり，仮道管の径は葉の裏面に近いほど大きくなる（Fig．4－D）．
　側脈の維管束の木部は不定形で，仮道管は通常3～5個の径の小さいラセン紋仮道管からなる．側脈の維管束部位
の内皮に外接する細胞は膜壁がほとんど肥厚せず，肥厚してもタンニン様物質を沈着しない．
　葉肉部の上面表皮細胞の大きさは下面表皮細胞とほぼ同等もしくはわずかに大きい．表皮細胞はともに薄いクチク
ラでおおわれ，その形状は種により異なる．上面表皮には水孔が散在し，その形状は種間において差がある．（Fig．
5－A～H）．水孔の最外部は薄膜性の表皮細胞からなり，葉肉部上面表皮細胞に較べてきわめて小さく，通常類円形も
しくは放射方向に長い細胞となる．水孔部の表皮下は油滴を含有する内皮からなり，カスパリー線が認められる19）
（Fig．4－H）．さく状組織は通常1～3層で，種差，個体差による変異が多く，不明りょうなものもある．さく状細胞
の大きさは種間において差異がある．海綿状組織は通常星状細胞からなる貯水組織で，その形状は種差および個体差
による変異が多い．気孔は下面表皮にのみ存在する20）．下面表皮細胞面にはまばらに小さな2～3細胞からなる腺毛
を認める．
　葉縁部は通常謡曲し，先端部は円端の種と爪状の種があり，厚膜繊維が認められる種と認められない種があるが，
繊維の出現は同一種においても差異がある．
　ii）葉柄部
　横切面は類円形で中央部付近から葉身部へ移行するにしたがい葉の延下部が翼状に認められる．葉柄から葉身への
維管束の移行様式は葉柄の基部では4～5個の維管束があり，そのうちの2つの大きな維管束に他の小さな維管束が
15）おもに葉の中央部横切面について記載する．
16）布藤のは羊歯植物の葉柄残基および根茎の皮層および髄中に出現するタンニン質を沈着した厚膜細胞群をタン
　　ニン性厚膜組織（tannic　sclerenchyma）と仮称しているので，われわれも本用語を採用し，またこのような性
　　質の個々の細胞をタンニン性厚膜細胞と仮称したい．
17）笹身昌一，生薬，15，167（1961）．
18）　Y．Ogura，　“Encyclopedia　of　plant　anatomy　VII．　3，　comparative　anatomy　of　vegetative　organs　of　the
　　Pteridophytes”，　Gebtirder　Bornt　raeger．　Berlin，　1972，　pp．42．v　43，　p．124，　pp．390Av　392，　pp．37N38．
19）シダ植物の水孔には種子植物に見られるような孔がなく，小倉18）は水が細胞壁の間を通じて排水されると述べ
　　ている．
20）猪野21）は“ノキシノブの中肋に沿ってある気孔には被覆組織を認める”と記しているが，今回われわれが比較
　　室見した検体には認められず，猪野の指適したものが何を指すのか不明である．また，「気孔」は「水孔」の
　　ミスプリントとも考えられるが，これにも認められない．
21）猪野俊平，“植物組織学”，訂正第1版，第2刷，内田老子圃新社，東京，1970，p．157．
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Fig．2．　D．iagram　Illustrating　Transverse　Sections　otム4，isorus　spp．＆Pyrrosia　sp．
　　　　　　　　A；L．thunうergianus，　B；L．疏襯う6rg地ππ5　var。　angusta．∫，
　　　　　　　　C；L．ussuriensis　var．　distans，　D；L．駕。ゐ’ツamae，
　　　　　　　　E；L．onoei，　F；L．　hachゴ）‘oensis，　G；．乙．　tosaensis，
　　　　　　　　H；L．annuifrons，1；1「y770∫’σ1ゴnearifolia
　　　　　　　　　　（1；midrib，2；Ieaf　margin，3；petiole，4；rhizome）
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Fig．3：　Lept’sortts　thunbergi’anecs
A－F：　detailed　drawings　of　the　transverse　sections
　A：　midrib　B：　leaf　margin　C：　petiole　near　the　leaf　blade
　D：　rhizome　F：　root
　E：　detailed　drawing　of　the　longitudinal　section　of　the　rhizome
（86）
Presented by Medical*Online
F曳鼠
、灘癬
。o勢箸’α◎．◎
鵜
　わ
くes一
E
潔’麗
σ
剛
縷〔
縄瓢
25”
　　　　灘
sca
裂》礁「麟
ら　　　　し
。δ
　咽
r．．“F－ep
t
　　｛：．1：’．P
wuvYk＞1
　　K量
高　　．
　ep　H
上しpa
t　ooit
ミlh】
　　嶺嬢、
負　　　　　閑＿7鵠．
1
一　　口　　　凸
　　s燈　　t　　ph
　　100μ
響τ
塾員凱◎
凶
・O
sea
且ooμ
Fig．　4：
　A－E：　Lepisorus　onoei；　Detailed　Drawings　of　the　Transverse　Sections
　A：　midrib　B：　leaf　margin　C：　petiole　D：　meristele
　E：　rhizome
　F－J：　Lepisorus　ussurienst’s　var．　distans；　detailed　drawings　of　the
　　　transverse　sectlons
　　F：　midrib　G：　leaf　margin　H：　petiole　1：　water　pore
　J：　rhizome
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　　　　　　Fig．5：　A－H：　Variou．s　Shapes　of　Water　Pores　of　Lepisorus　spp．
（A；　L．　thunbergianus，　B；　L．　thunbergianus　var．　angustus，　C；　L．　ussuriensis　var．　distans，
D；　L．　uchiyamae，　E；　L．　onoei，　F；　L．　hachi7’oensis，　G；　L．　tosaensis，　H；　L．　annuifrons）
1二Diagram　i11ustrations　of　the　variation　of　leaf　trace　on　the　petiole　of　Lepisorus
　’ゐ襯うergianus
　　（No．1　is　the　nearest　to　the　rhizome．）
集合し，葉柄の中央部付近では2個となり，小倉18）のいうPolypodium　typeに属する（Fig．5－1）．根茎から約1mm
までの葉柄では表皮に内接して繊維群が認められず，それより上部では認められ，葉柄の上部ほど繊維の量が少なく
なる．この繊維の直径，長さおよび量には種差，個体差が認められる．また翼の部位は厚膜繊維を認める種と認めな
い種がある．葉柄の基部では表皮面に鱗片，柔組織中にはタンニン性厚膜組織が認められるが，これらについては根
茎の項（II－iii）で詳説する．
　iii）根茎
　横切面は類円形で，最外層は表皮からなり，薄いクチクラでおおわれる。また表皮には有柄の鱗片がT字形に認め
ちれ，Lepisoras　ussurien5is　var．　distansのみ根茎の鱗片は早落性で，成長個体では鱗片柄の残基のみ認められる
くFig．4－J）．鱗片の付着部は平担，柄部は短かく盤状で多細胞性である．布藤12）はノキシノブの根茎の鱗片は1細胞層
であると報告しているが，われわれの観察では今回比較剖見したLepis・rus属植物の根茎の鱗片の柄付近には柄部
の細胞と明らかに区別される2細胞層の部分が認められた（Fig．3－D，4－E）．根茎の柔組織中にはタンニン性厚膜細胞
が数個～10数個集合したタンニン性厚膜組織が散在する．
　維管束は大・小約10個が環状に配列し，網状中心柱をなす．木部と師部の境界のconjective　Parenchyma22）は明
りょうである（Fig．3－D，4－E，　J）．
22）小倉18）は「シダ植物の木部と師部の境にはconjective　parenchymaもしくはxylem　sheathと呼ばれる柔細
　　胞層があり，通常不明りょうで師部柔組織と区別されにくい」と述べているが，Lepis・rus属植物の根茎の維
　　管束においては明りょうである．しかし，葉部の維管束においては不明りょうである・
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（88）
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　iv）根（Fig．3－F）
　横切面は類円形で，最外層は表皮からなり，根毛を散出する．放射維管束は2原形で，根の中央部に存在し，長円
形で木部は凸レンズ状である．内皮に外接して6～8層の繊維群が認められる．繊維群の周囲に1層のタンニン性厚
膜細胞が認められる．
　2．生薬「八ツ口話」の基源植物および比較植物
　A．Lepisorus　thunbergt’anus「八ツ目蘭A」（Fig．2－A，3，5－A）
　葉の主脈部上面は瘤状に突出し，下面はなだらかにやや突出する．主脈部の上・下面表皮直下の細胞は木化した径
20～30μ，長さ400・一・・700（1㎜）μの繊維からなる．主脈の維管束は主脈部のほぼ中央かやや下面側に存在する．主
脈部の厚さは650　一　1500　P．主脈の維管束は径150～200μで，主脈部の厚さに対する比率は12～25％．木部はY字
形あるいはT字形で，仮道管は径15’》25μ．主脈中心柱のタンニン性厚膜細胞は径50〔’70μ，引切面では長さ150
’》200μ．主脈部の柔細胞は径20～80μの円形～類円形の細胞からなる．葉肉部は厚さ500’一850μで，主脈部の厚
さに対する比率は二丁10cm以上の個体では45～60％，それ以下の個体では通常値は高くなる．上面表皮は平担．
さく状組織は1’》3層の長径50’》120μ，短径30～50μのさく状細胞からなる．星状細胞は明りょう、側脈の維管
束は径40～60μで，葉肉部のほぼ中央かやや上面側に存在する．葉縁部はわずかに謡曲し，先端部は証状となり，
通常数個の木化する繊維が認められる．水孔は陥入し，水孔部の表皮細胞は類円形～長円形で通常中央部の細胞は放
射方向に大きくなり，長径30｛’50μ，短径15’》25μである．
　葉柄部の翼は一般に繊維群を欠くが，柄の葉身部付近では翼端部に繊維群が柄部のものとは別に独立して認められ
る（Fig．3－C，5－15）．
　根茎の柔細胞は径30’》70μ，二二面では長さ150～250μ．タンニン性厚膜組織は2～15細胞からなり，タンニン
性厚膜細胞は径30～60　p，縦切面では長さ200～350μ（Fig．3－D，　E）．
　B．L．　ussuriensis　var．　distans「八ツ目蘭B」（Fig．2－C，4－F～J，5－C）
　葉の主脈部上面は瘤状に突出し，下面の突出はなだらか，あるいはやや瘤状となる．下面表皮に内接する繊維群は
浅いU字形となり，その両端は表皮に接しない．主脈の維管束は主脈部のほぼ中央に存在する．主脈部の厚さは700
識綴野曝撰lo熱灘鋸纏押脚㌶1～1、識豆撒径緊霧
μ，短径20～25μのさく状細胞からなる．上面表皮は波状を呈す．葉縁部は内曲し，先端は急尖せず，円端で繊維
を欠く．’水孔は表皮面からわずかに陥入する．
　葉柄部の翼には繊維群が認められる．
　C．L，　onoei「八ツ目蘭C」（Fig，2－E，4－A～E，5－E）
　葉の主脈部上面は小さく瘤状に突出し，下面はなだらかに突出する．主脈の維管束は主脈部のほぼ中央に存在す
る．主脈部の厚さは500～1200μ．主脈の維管束は径75’》100μで，主脈部の厚さに対する比率は8’v150／・．木部は
Y宇形．葉肉部の厚さは500～1200μで，主脈部の厚さに対する比率は100～120％．さく状組織は長径80’》150μ，
短径50～90μのさく状細胞1～3層からなる．葉縁部先端はわずかに証状を呈し，繊維を欠く，水孔部は通常著し
く陥入する．葉柄の翼部は繊維群を認めるが，翼端では不明りょうである（Fig．4－c）．
　D．　L．　thunbergianus　var．　angustus　（Fig．2－B，　5－B）
　葉の主脈部上面は瘤状に突出し，下面はなだらかに突出するか，わずかに瘤状となる．主脈および側脈の維管束は
通常やや上面側に存在する．主脈部の厚さは750’》1200μ．主脈の維管束は径120～180μで，主脈部の厚さに対す
る比率は14～20％．木部はY字形もしくはT字形．葉肉部の厚さは300～750μで，主脈部の厚さに対する比率は，
40～65％．葉肉部はさく状組織がやや不明りょうで，1～3層の長径40～80μ，短径25～35μのさく状細胞からな
る．葉縁部は下司し，先端部は通常著しく内側へ湾曲し，カギ状となり，木化する繊維群を認める．水孔部はわずか
に陥入する．
　葉柄部の翼には繊維群が認められる．
　E．　L．　uchiptamae　（Fig．2－D，　5－D）
　葉の主脈部上面は瘤状に突出し，下面はなだらかに突出する．主脈の維管束は主脈部のほぼ中央に存在する．主脈
部の厚さは500～1050μ．主脈の維管束は径110～180μで，主脈部の厚さに対する比率は17～22％．木部は逆台形
もしくは胃三角状T字形．葉肉部の厚さは300～430μで，主脈部の厚さに対する比率は35’》75％．さく状組織は類
円形で径30～50μのさく状様細胞からなる．葉縁部は漸尖し，先端部は鈍端～円端で通常わずかに内曲し，繊維群
（89）
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Fig．6：　Pptrrosia　linearifotia；　Detailed　Drawings　of　the　Transverse　Sections
　A：　midrib　B：　leaf　margin　C：　petiole　D：　rhizome
　E：　vascular　bundle　of　the　rhizome
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を欠く．水孔部は表皮とほぼ二面か，わずかに陥入する．
　葉柄部の翼には繊維群が認められない．
　F．　L．　hachij’oensis　（Fig．2－F，　5－F）
　葉の主脈部上面の突出部は小さく，下面はなだらかに突出する．主脈の維管束はほぼ中央に存在する．主脈部の厚
さは900～1400μ．主脈の維管束は径80～150μで，主脈部の厚さに対する比率は8’》11％．木部はY字形もしくは
T字形．葉肉部の厚さは900　一’1400μで，主脈部の厚さに対する比率は100’》140％．さく状組織は1’》2層の長径
80’》150μ，短径50～90μのさく状細胞からなる．葉縁部は漸尖し，先端部はわずかに国状で，まれに繊維が1’》3
個存在する．水孔部は著しく陥入する．
　葉柄部の翼には繊維群を認めるが，翼端では不明りょうとなる．
　G．　L．　tosaensis　（Fig．2－G，　5－G）
　葉の主脈部上面は著しく突出し，半円形あるいは四角状となる．下面はなだらかに突出する．主脈の維管束は主脈
部のほぼ中央に存在する．主脈部の厚さは900　・一　12co　p．主脈の維管束は径150’》180μで，主脈部の厚さに対する
比率は15’》17％．木部はT字形もしくはY字形．葉肉部の厚さは450’》600・ptで，主脈部の厚さに対する比率は45
’》55％，さく状組織は1～2層の長径50～100μ，短径30～50μのさく状細胞からなる．上面表皮はやや波状を呈
す．葉縁部は急噛し，先端部はわずかに爪状で繊維群を欠く．水孔部はわずかに陥入する．
　葉柄部の翼には繊維群は認められない．
　H．　L．　annuifrons　（Fig．2－H，　5－H）
　葉の主脈部上面は半円形か四角状に突出し，下面はなだらかに突出するかやや瘤状となる．主脈の維管束は主脈部
のほぼ中央かやや下面側に存在する．主脈部の厚さは800・v1000μ．主脈の維管束は径160～200μで，主脈部の厚
さに対する比率は15・v250／o．木部はY字形もしくはT字形．葉肉部の厚さは200～300μで，主脈部の厚さに対する
比率は24～30％．側脈の維管束は通常やや上面側に存在する．上面表皮は平担もしくはわずかに波状を呈す．さく
状組織は径20～40μの類円形のさく状様細胞からなる．葉縁部は円端で繊維を欠く．水孔部は上面表皮とほぼ同面
か，わずかに突出する．
　葉柄部の翼には繊維群は認められない．
　1・PPt「「osia　tinean’folia「八ツ目病D」（Fig2－1，6）
　葉の主脈部上面はなだらかで突出せず，下面は瘤状に突出する．主脈部の上面表皮下は長径80～200μ，短径50～
100μのさく状細胞からなり，下面表皮に内接する繊維群を欠く．主脈の維管束は主脈部のほぼ中央に存在し，形状
はLepisoras属植物のものとほぼ同様であるが，中心柱に外接する厚膜細胞は肥厚部にタンニン様物質を沈着しな
い．主脈部の厚さは800｛’1400μ．主脈の維管束は径70’・》　80　pで，主脈部の厚さに対する比率は5’一80／・．木部はY
字形あるいはT字形．仮道管の径は10～20μ．葉肉部の厚さは500’・…700　”で，主脈部の厚さに対する比率は35～
soo／．．
　葉肉部の上面および下面表皮には1『yrrosia属植物の特徴である星状毛23）が存在する．さく状組織は2～3層で，
長径80〔’150μ，短径50’》70μのさく状細胞からなる．海綿状組織は径SO　・一　SO　ptの類円形の細胞からなる．葉縁
部は内壕し，鈍端．水孔部は著しく陥入し，水孔部の表皮細胞は薄膜性で四角状もしくはわずかに接線方向に長い．
　葉柄の横切面は2辺がやや内幽した倒三角状で，Lepisorus属植物に認められる様な明りょうな翼部は認められず，
繊維を欠き，表皮下の1～2層の柔細胞壁はわずかに厚角化する．葉柄から葉身への維管束の移行形式はPolypo・
dium　typeで通常小維管束は1個．
　根茎の横切面は類円形で，表皮面には鱗片がT字形に認められる．鱗片は柄部を除いて1細胞層で，中央部付近の
鱗片細胞は細胞壁の上面が著しく肥厚し，肥厚部にわずかにタンニン様物質を沈着する．表皮下の1～2層の柔細胞
はわずかに厚角化する．柔細胞の径20～50μ．綱状中心柱は5’》7個の維管束からなり，個々の維管束の形状はLe－
pisorus属植物のものとほぼ同様．タンニン性厚膜組織は2～5個の細胞からなり，タンニン性厚膜細胞の径30・・50
pt．
考察および結論
1）今回比較剖見した生薬「八ツ目蘭」および邦産Lepisorus属植物6種2変種および1『yrrosia属1種の内部構’
23）田川基二，“原色日本羊歯植物図鑑”，保育社，大阪，1959，P．154，160，　pp・156～158．
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造の特徴をTABLE　Iに示す．
　2）生薬「八ツ目蘭」の基源植物は一般にLepisorus　thunbergt’anusであるとされているが，今回の実験の結果，
他種のものも多量に市場に出廻っていることを確認した．すなわち，四国産「八ツ目蘭」はほとんどがし・thunber一
ρα駕∫を基準とし，まれにL．u∬uriensis　var．　distansをわずかに混入したものが認められ，その混入率は5％以
下であった．群馬県産「八ツ目蘭」はおもに．L．　onoeiを基源とし，　L．既㍑う8rg伽5は比較的少量で，その他に
Pyrrosia　linearifoliaを混入する商品も確認され，これらの混合率はL．　onoeiが30～70％，　L．　thunbergianusが
30～50％，1『yrrosia　linearifoliaカミ30％以下であった．
　3）一般にLepisorus属植物はその外部形態が類似し，基源を異にする植物が採集されやすいと考えられるが，
L’thunbe「gianus　va「．　angustus，　L．　uchiyamae，　L．肋‘妨。θπ∫∫5，　L．　tosaensisおよびL．　annuifronsはその分布
が限られ，生育量も少なく，またし．clathratus（CLARK：E）CHING　トヨグチウラボシ，　L．　oligolepidus（BAKER）
CHINGウロコノキシノブ，　L．　mikazvanus　KURATAミカワノキシノブなどは今回比較剖見することができなかった
が，これらはその分布が極限しているところがら24），今後これらの種が「八ツ目蘭」として出荷される可能性は少な
いものと考える．
　4）Lepisorus　thunbergianusとL．　ussuriensis　var・distansはその外部形態がきわめて似ている．おし葉標本で
は根茎の形状により区別されるが，四国産「八ツ目減」中に認められるL．u∬ecriensis　var．　distansには全く根茎が
認められず，肉眼による識別は不可能であるが比較組織学的には葉の主脈部，葉縁部，葉柄部などの形状で明らかに
区別される．
　5）Lepisorus属植物の外部形態による分類は葉形，根茎の形状，鱗片の形状，胞子のう群の位置などによるが23・x），
葉身および葉柄の内部形態によっても分類しうる．分類学的にはLepisorus　thunbergr’anus　var．　angustusは変種と
され，L，　ecchiyamaeは鱗片の形状で独立種とされているが，内部形態的にはL．　thunbergianUSとその変種L．
thunbergianus　var．　angustusは比較的差異が認められ，むしろL．　thunbergt’anusとL．　uchisantaeは酷似すると
いう分類学上興味ある結果が得られた．
　6）」『yrro5如linearifoliaにおける維管束の葉柄から葉身への移行形式はPolypOdium型で，　Lepisorus属植物と
ほぼ同形式であったが，小倉18）および木島ら14）の報告によるPyrrosia属植物数種の形式an）とは多少異なる．すなわ
ち，］『yrrosia　linearifoliaおよびLepis・rus属植物では葉柄から葉身へ移行するにしたがい2個の大維管束にすべ
ての小維管束が集合し，その後2個となった大維管束が集合して1個の主脈維管束となるが，P＞，rrosia属植物では
個々の小維管束は大維管束と集合せず互いに集合して1個の小維管束となり，その後，1個に集合した大維管束と集
合して主脈維管束となる．また大維管束は1個に集合する以前に側脈維管束を分枝する．ゆえに横切面において，
Pyrrosia　linearifoliaおよびLepisorus属植物では大維管束1～2個のみで小維管束を認めない部位があるのに比
し，1『yrro5如属植物ではそのような部位はなく，また大維管束以外に側脈維管束および小維管束がともに認められ
る部位がある．
　植物分類学的にはPyrrosia　linea　rガfoliaは別言として取り扱われたことがあり26），今回の実験結果からも維管束
の移行形式に関しては二種はPyrrosia属植物よりもLepisorus属植物に近縁であると思われる．
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　List　of　abbreviations：　cop：　conjective　parenchyma，　en：　endodermis，　ep：　epidermis，　fb：　fiber　bundle，　hg：
glandular　hair，　i：　intercellular　space，　o：　oil　drop，　p：　parenchyma，　pa：　palisade　parenchyma，　ph：　phloem，
pr：　pericycle，　roh：　root　hair，　s：　sieb　tube，　sc：　sclerenchyma，　sca：　scale，　sp：　spongy　parenchyma，　sth：　stellate
hair，　sto：　stomata，　t：　tracheid，　ts：　tannic　sclerenchyma，　vb：　vascular　bundle，　wap：　water－pore．
24）倉田悟，“Science　Report　of　the　Yokohama　City　Museum日本のノキシノブ属”，　No．11，1965，　PP．20～4L
25）小倉18）はP．lingua，木島ら14）はP．　lingua，　P．　PetiolosaおよびP．　Pekinensisについて記載しており，これ
　　らも葉柄部に2個の大維管束が認められPolypodium　typeである．以下」Pyrrosia属植物とはこの3種を指
　　す．
26）　T．Naka　i：　Bot．　Mag．　Tokoro，　XLII，　p．217（1928）．
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